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白
石
古
墳
群
（
藤
岡
市
）

　５
世
紀
前
半
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７
世
紀

総
社
古
墳
群
（
前
橋
市
）

　５
世
紀
後
半
〜
７
世
紀

県庁文化振興課東国文化推進室（☎０２７-２２６-２５２５　　０２７-２２１-０３００）
県立歴史博物館（☎０２７-３４６-５５２２　　０２７-３４６-５５３４）

問い合わせ先

七
輿
山
古
墳

　６
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
全
長
１
４
５

㍍
の
大
型
前
方
後
円
墳
で
す
。
古
墳
か
ら

出
土
し
た
円
筒
埴
輪
は
高
さ
１
㍍
を
超
す

東
日
本
有
数
の
大
型
品
で
す
。
ま
た
大
王

級
の
古
墳
に
し
か
見
ら
れ
な
い
７
条
突
帯

の
円
筒
埴
輪
が
、

畿
内
地
域
と
の

深
い
関
係
性
を

表
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
塚
古
墳

　６
世
紀
後
半
に
造
ら
れ

た
全
長
約
30
㍍
の
小
型
の

古
墳
で
「
模
様
積
み
」
と

呼
ば
れ
る
意
匠
に
富
ん
だ

石
室
が
特
徴
で
す
。
古
墳

時
代
の
高
度
な
土
木
技
術

が
う
か
が
え
ま
す
。

白
石
稲
荷
山
古
墳

　５
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
全
長
約
１
４

０
㍍
の
大
型
前
方
後
円
墳
で
す
。
後
円
部

に
比
べ
前
方
部
が
低

い
形
状
を
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
副

葬
品
と
し
て
鎌
や
斧

な
ど
の
道
具
を
形
ど
っ

た
石
製
模
造
品
な
ど

が
あ
り
、
墳
丘
に
は

家
形
埴
輪
群
な
ど
が

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
白
石
古
墳
群

の
皇
子
塚
古
墳
や
平

井
地
区
１
号
墳
な
ど

か
ら
は
、
朝
鮮
半
島

と
の
つ
な
が
り
を
示
す
大
刀
な
ど
の
副
葬

品
が
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。

な
な  

こ
し  

や
ま

し
ろ   

い
し

県立歴史博物館グランドオープン
オープニングイベント開催中！　
県立歴史博物館グランドオープン
オープニングイベント開催中！　

「東 国 文 化」 お す す め 情 報「東 国 文 化」 お す す め 情 報「東 国 文 化」 お す す め 情 報「東 国 文 化」 お す す め 情 報

「東国文化ゆかりの地巡り　－古代のぐんまを探検せよ－」
　アプリを使って東国文化のゆかりの地を巡るスタン
プラリーを実施しています。アプリのダウンロードな
ど詳しくは、県ホームページ（http://www.pref.gunm
a.jp/03/c4200287.html）をご覧ください。
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東
国
に
お
け
る
要
衝
地
「
緑
野
」

勢
力
拡
大
を
図
る
ヤ
マ
ト
王
権

　「
古
墳
時
代
、
藤
岡
地
域
は
『
緑
野
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
５
３
５
年
に
緑

野
に
ヤ
マ
ト
王
権
の
直
轄
地
で
あ
る
『
屯

倉
』
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ヤ
マ
ト
王
権
が

緑
野
を
拠
点
に
そ
の
影
響
力
を
強
化
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　こ
の
時
期
に
造
ら
れ
た
七
輿
山
古
墳
に

葬
ら
れ
た
人
物
は
、
緑
野
屯
倉
を
治
め
る

た
め
に
畿
内
地
域
か
ら
来
た
、
ヤ
マ
ト
王

権
と
つ
な
が
り
の
深
い
人
物
だ
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
」

埴
輪
の
大
量
生
産
と
流
通

　「
こ
の
地
域
は
河
川
が
集
ま
る
場
所
で

古
墳
や
埴
輪
造
り
に
欠
か
せ
な
い
良
質
な

粘
土
、
窯
の
燃
料
と
な
る
木
、
多
様
な
石

材
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
ヤ
マ
ト
王
権
か
ら
渡
来
系
の
人
の

入
植
地
に
選
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
っ
て
来
た
人
が
窯

を
使
う
技
術
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
窯
を
使
っ
て
高
温

で
焼
く
こ
と
で
、
強
度
の
あ
る
須
恵
器
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
埴
輪
が
大
量
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
藤
岡
産
の
埴
輪
は
各
地
に
運
ば
れ

ま
し
た
。
保
渡
田
古
墳
群
や
観
音
山
古
墳

か
ら
見
つ
か
っ
た
埴
輪
も
、
使
用
さ
れ
た

粘
土
の
特
徴
か
ら
藤
岡
産
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
」

や
け

み

み
ど     

の

す      

え      

き

藤岡市文化財保護課
課長　軽部達也さん

かる    べ たつ    や

古
墳
文
化
か
ら
仏
教
文
化
へ

　７
世
紀
に
入
る
と
古
墳
時
代
も
終
末
期

を
迎
え
、
古
墳
文
化
と
仏
教
文
化
が
共
存

す
る
時
代
に
な
り
ま
す
。

宝
塔
山
古
墳

　１
辺
約
60
㍍
の
大
型
方
墳
で
す
。
全
長

約
12
㍍
の
横
穴
式
石
室
は
、
石
材
を
四
角

形
や
Ｌ
字
型
に
加
工

し
て
組
み
合
わ
せ
る

「
切
石
積
石
室
」
と

な
っ
て
い
て
、
壁
面

全
体
が
漆
喰
で
白
く

仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
石
室
に
納

め
ら
れ
て
い
る
石
棺

の
脚
部
に
は
格
狭
間

と
い
わ
れ
る
仏
教
建
築
な
ど
に
み
ら
れ
る

加
工
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
ヤ
マ
ト
王
権
が
広
め

ほ
う  

と
う  

ざ
ん

し
っ  

く
い

せ
ん  

ど
う

さ
ん  

の
う

は
い   

じ

こ
う    

ざ     

ま

き
り  

い
し  

づ
み

お
の

じ
ゃ  

け
つ  

ざ
ん

よ
う
と
し
た
仏
教
文
化
を
、
い
ち
早
く
古

墳
造
り
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

蛇
穴
山
古
墳

　県
内
で
最
後
に
造
ら
れ
た
１
辺
約
40
㍍

の
大
型
方
墳
で
す
。
天
井
や
側
壁
が
全
て

一
枚
岩
で
造
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
精
密
さ

は
圧
巻
で
す
。
石
室
に
は
羨
道
が
な
く
、

入
る
と
す
ぐ
に
玄
室
と
な
る
造
り
を
し
て

い
ま
す
。

　こ
の
頃
に
造
ら
れ
た
、
東
国
で
最
古
級

の
寺
院
で
あ
る
山
王

廃
寺
と
宝
塔
山
・
蛇

穴
山
古
墳
の
石
材
加

工
技
術
に
は
共
通
点

が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
総
社
古
墳
群

を
造
っ
た
豪
族
が
山

王
廃
寺
を
造
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

企画展情報「海を渡って来た馬文化　－黒井峯遺跡と群れる馬－」
　古墳時代の群馬に花開いた馬文化の実像に
迫ります。また世紀の大発見、金井東裏遺跡
の「甲を着た古墳人」や「首飾りの古墳人」
の復顔像を初公開します。
会期　９月３０日（土）～１１月２６日（日）

「東国文化副読本　～古代ぐんまを探検しよう～」
　ぐんま広報で紹介した古墳の所在地や特徴などについて掲載し
ています。魅力ある歴史文化遺産を再認識するきっかけに活用し
てください。
入手方法
・県内の全中学１年生に配布しています
・県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/03/
c4200140.html）からもご覧になれます
・県庁県民センター、県行政県税事務所、書店など
で購入できます
定価　２００円（税込み）

高床倉庫（白石稲荷山古墳）
東京国立博物館所蔵

精密な石材加工を用いた横穴式石室
（蛇穴山古墳）

円筒埴輪

金銅装単鳳環頭大刀
こん  どう そう たん  ぽう かん  とう   た      ち

「模様積み」の横穴式石室

頭骨画像（県教育委員会提供）

家形石棺の「格狭間」加工（宝塔山古墳）

グランドオープンの見どころ
・常設展示では、国内唯一とされる「三人童女」の埴輪をはじめとし
た数々の形象埴輪や、東日本屈指の豪華な金銅製馬具など、観音山古
墳出土の重要文化財２７５点を一斉に展示しています
・８月１３日（日）には「黄泉寄席」と題して、ぐんま観光特使の林
家つる子さんの落語会を開催します
・勾玉作りや火おこし体験などのワークショップも開催中です
※申し込み方法など詳しくは、県立歴史博物館ホームページ（http://
grekisi.pref.gunma.jp/）をご覧ください
開館時間　
午前９時３０分～午後５時
（入館は４時３０分まで）
休館日　月曜日（祝日の場合はその
翌日、８月１４日を除く）
所在地　高崎市綿貫町
観覧料　一般＝３００円、大学・高
校生＝１５０円、中学生以下＝無料
※障害者手帳などをお持ちの方とその介護者（１人）は無料です。証
明できるものをお持ちください

東国古墳文化展示室に展示される
「三人童女」（中央）


